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(57)【要約】
【課題】Ｒ４１０Ａと比べてＧＷＰが低いこと及びＲ４１０Ａと同等のＣＯＰを有するこ
と、という特性を有する冷媒を含有する組成物を提供する。
【解決手段】冷媒を含有する組成物であって、
　前記冷媒が、ＣＯ２（Ｒ７４４）、並びにトランス－１，２－ジフルオロエチレン［（
Ｅ）－ＨＦＯ－１１３２］、シス－１，２－ジフルオロエチレン［（Ｚ）－ＨＦＯ－１１
３２］、フルオロエチレン（ＨＦＯ－１１４１）及び３，３，３－トリフルオロプロピン
（ＴＦＰ）からなる群より選択される少なくとも１種の化合物Ａを含有する、組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒を含有する組成物であって、
　前記冷媒が、ＣＯ２（Ｒ７４４）、並びにトランス－１，２－ジフルオロエチレン［（
Ｅ）－ＨＦＯ－１１３２］、シス－１，２－ジフルオロエチレン［（Ｚ）－ＨＦＯ－１１
３２］、フルオロエチレン（ＨＦＯ－１１４１）及び３，３，３－トリフルオロプロピン
（ＴＦＰ）からなる群より選択される少なくとも１種の化合物Ａを含有する、組成物。
【請求項２】
　Ｒ７４４及び前記化合物Ａの合計量を１００質量％として、Ｒ７４４を０．１～５０質
量％含有し、前記化合物Ａを５０～９９．９質量％含有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記冷媒が、更に、テトラフルオロメタン（ＦＣ－１４）、トリフルオロメタン（ＨＦ
Ｃ－２３）、ジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、ペンタフルオロエタン（ＨＦＣ－１２
５）、１，１，１，２－テトラフルオロエタン（ＨＦＣ－１３４ａ）、１，１，２，２－
テトラフルオロエタン（ＨＦＣ－１３４）、１，１－ジフルオロエタン（ＨＦＣ－１５２
ａ）、１，２－ジフルオロエタン（ＨＦＣ－１５２）、１，１，１－トリフルオロエタン
（ＨＦＣ－１４３ａ）、１，１，２－トリフルオロエタン（ＨＦＣ－１４３）、１，１，
１，２，３，３，３－ヘプタフルオロプロパン（ＨＦＣ－２２７ｅａ）、２，３，３，３
－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ）、トランス－１，３，３，３－テト
ラフルオロプロペン［（Ｅ）－ＨＦＯ－１２３４ｚｅ］、１，２，３，３，３－ペンタフ
ルオロプロペン（ＨＦＯ－１２２５ｙｅ）、３，３，３－トリフルオロプロペン（ＨＦＯ
－１２４３ｚｆ）及びジフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２５２）からなる群より選択され
る少なくとも１種の化合物Ｂを含有する、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　Ｒ４１０Ａの代替冷媒として用いられる、請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物
。
【請求項５】
　更に、冷凍機油を含有し、冷凍装置用作動流体として用いられる、請求項１～４のいず
れか１項に記載の組成物。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の組成物を作動流体として含む、冷凍装置。
【請求項７】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の組成物を含む、熱移動媒体。
【請求項８】
　請求項７に記載の熱移動媒体を用いた熱サイクルシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、冷媒を含有する組成物、熱移動媒体及び熱サイクルシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　地球温暖化が深刻な問題として全世界で議論される中、環境への負担が少ない空調、冷
凍装置等の熱サイクルシステムの開発は、益々重要性を増してきている。
【０００３】
　現在、家庭用エアコン等の空調用冷媒として用いられているＲ４１０Ａに代替可能な低
地球温暖化係数（ＧＷＰ）の混合冷媒が種々提案されている（特許文献１及び２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１６－０５６３７４号
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【特許文献２】特開２０１７－１８６５６３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１及び２には、Ｒ４１０Ａと比べてＧＷＰが低いこと及びＲ４１０Ａと同等の
Coefficient Of Performance（以下、単にＣＯＰともいう。）を有すること、という特性
を有する冷媒について記載されていない。
【０００６】
　本開示は、Ｒ４１０Ａと比べてＧＷＰが低いこと及びＲ４１０Ａと同等のＣＯＰを有す
ること、という特性を有する冷媒を含有する組成物を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示は、下記に掲げる態様の発明を提供する。
項１．　
　冷媒を含有する組成物であって、
　前記冷媒が、ＣＯ２（Ｒ７４４）、並びにトランス－１，２－ジフルオロエチレン［（
Ｅ）－ＨＦＯ－１１３２］、シス－１，２－ジフルオロエチレン［（Ｚ）－ＨＦＯ－１１
３２］、フルオロエチレン（ＨＦＯ－１１４１）及び３，３，３－トリフルオロプロピン
（ＴＦＰ）からなる群より選択される少なくとも１種の化合物Ａを含有する、組成物。
項２．　
　Ｒ７４４及び前記化合物Ａの合計量を１００質量％として、Ｒ７４４を０．１～５０質
量％含有し、前記化合物Ａを５０～９９．９質量％含有する、項１に記載の組成物。
項３．　
　前記冷媒が、更に、テトラフルオロメタン（ＦＣ－１４）、トリフルオロメタン（ＨＦ
Ｃ－２３）、ジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、ペンタフルオロエタン（ＨＦＣ－１２
５）、１，１，１，２－テトラフルオロエタン（ＨＦＣ－１３４ａ）、１，１，２，２－
テトラフルオロエタン（ＨＦＣ－１３４）、１，１－ジフルオロエタン（ＨＦＣ－１５２
ａ）、１，２－ジフルオロエタン（ＨＦＣ－１５２）、１，１，１－トリフルオロエタン
（ＨＦＣ－１４３ａ）、１，１，２－トリフルオロエタン（ＨＦＣ－１４３）、１，１，
１，２，３，３，３－ヘプタフルオロプロパン（ＨＦＣ－２２７ｅａ）、２，３，３，３
－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ）、トランス－１，３，３，３－テト
ラフルオロプロペン［（Ｅ）－ＨＦＯ－１２３４ｚｅ］、１，２，３，３，３－ペンタフ
ルオロプロペン（ＨＦＯ－１２２５ｙｅ）、３，３，３－トリフルオロプロペン（ＨＦＯ
－１２４３ｚｆ）及びジフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２５２）からなる群より選択され
る少なくとも１種の化合物Ｂを含有する、項１又は２に記載の組成物。
項４．　
　Ｒ４１０Ａの代替冷媒として用いられる、項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
項５．　
　更に、冷凍機油を含有し、冷凍装置用作動流体として用いられる、項１～４のいずれか
１項に記載の組成物。
項６．　
　項１～５のいずれか１項に記載の組成物を作動流体として含む、冷凍装置。
項７．　
　項１～５のいずれか１項に記載の組成物を含む、熱移動媒体。
項８．　
　項７に記載の熱移動媒体を用いた熱サイクルシステム。
【発明の効果】
【０００８】
　本開示の冷媒を含有する組成物は、Ｒ４１０Ａと比べてＧＷＰが低いこと及びＲ４１０
Ａと同等のＣＯＰを有すること、という特性を有する。
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【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】燃焼性（可燃又は不燃）の判別をするための実験装置の模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明者らは、上記課題を解決すべく、鋭意研究を行った結果、冷媒としてＣＯ２（Ｒ
７４４）、及び特定のエチレン系フルオロオレフィン等を含有する組成物が、上記特性を
有していることを見出した。
【００１１】
　本開示は、かかる知見に基づき、更に研究を重ねた結果完成されたものである。本開示
は、以下の実施形態を含む。
【００１２】
＜用語の定義＞
　本明細書中、語句「含有」及び語句「含む」は、語句「実質的にからなる」及び語句「
のみからなる」という概念を意図して用いられる。
【００１３】
　本明細書において用語「冷媒」には、ＩＳＯ８１７（国際標準化機構）で定められた、
冷媒の種類を表すＲで始まる冷媒番号（ＡＳＨＲＡＥ番号）が付された化合物が少なくと
も含まれ、更に冷媒番号が未だ付されていないとしても、それらと同等の冷媒としての特
性を有するものが含まれる。
【００１４】
　冷媒は、化合物の構造の面で、「フルオロカーボン系化合物」と「非フルオロカーボン
系化合物」とに大別される。「フルオロカーボン系化合物」には、クロロフルオロカーボ
ン（ＣＦＣ）、ハイドロクロロフルオロカーボン（ＨＣＦＣ）及びハイドロフルオロカー
ボン（ＨＦＣ）が含まれる。「非フルオロカーボン系化合物」としては、プロパン（Ｒ２
９０）、プロピレン（Ｒ１２７０）、ブタン（Ｒ６００）、イソブタン（Ｒ６００ａ）、
二酸化炭素（Ｒ７４４）及びアンモニア（Ｒ７１７）等が挙げられる。
【００１５】
　本明細書において、用語「冷媒を含有する組成物」には、（１）冷媒そのもの（冷媒の
混合物を含む）と、（２）その他の成分を更に含み、少なくとも冷凍機油と混合すること
により冷凍装置用作動流体を得るために用いることのできる組成物と、（３）冷凍機油を
含有する冷凍装置用作動流体とが少なくとも含まれる。
【００１６】
　本明細書においては、これら三態様のうち、（２）の組成物のことを、冷媒そのもの（
冷媒の混合物を含む）と区別して「冷媒組成物」と表記する。
【００１７】
　本明細書において、用語「代替」は、第一の冷媒を第二の冷媒で「代替」するという文
脈で用いられる場合、第一の類型として、第一の冷媒を使用して運転するために設計され
た機器において、必要に応じてわずかな部品（冷凍機油、ガスケット、パッキン、膨張弁
、ドライヤその他の部品のうち少なくとも一種）の変更及び機器調整のみを経るだけで、
第二の冷媒を使用して、最適条件下で運転することができることを意味する。すなわち、
この類型は、同一の機器を、冷媒を「代替」して運転することを指す。この類型の「代替
」の態様としては、第二の冷媒への置き換えの際に必要とされる変更乃至調整の度合いが
小さい順に、「ドロップイン（ｄｒｏｐ　ｉｎ）代替」、「ニアリー・ドロップイン（ｎ
ｅａｌｙ　ｄｒｏｐ　ｉｎ）代替」及び「レトロフィット（ｒｅｔｒｏｆｉｔ）」があり
得る。
【００１８】
　第二の類型として、第二の冷媒を用いて運転するために設計された機器を、第一の冷媒
の既存用途と同一の用途のために、第二の冷媒を搭載して用いることも、用語「代替」に
含まれる。この類型は、同一の用途を、冷媒を「代替」して提供することを指す。



(5) JP 2020-59858 A 2020.4.16

10

20

30

40

50

【００１９】
　本明細書において用語「冷凍装置」とは、物あるいは空間の熱を奪い去ることにより、
周囲の外気よりも低い温度にし、かつこの低温を維持する装置全般のことをいう。言い換
えれば、広義には、冷凍装置は温度の低い方から高い方へ熱を移動させるために、外部か
らエネルギーを得て仕事を行いエネルギー変換する変換装置のことをいう。本開示におい
て、広義には、冷凍装置はヒートポンプと同義である。
【００２０】
　また、本開示において、狭義には、利用する温度領域及び作動温度の違いにより冷凍装
置はヒートポンプとは区別して用いられる。この場合、大気温度よりも低い温度領域に低
温熱源を置くものを冷凍装置といい、これに対して低温熱源を大気温度の近くに置いて冷
凍サイクルを駆動することによる放熱作用を利用するものをヒートポンプということもあ
る。なお、「冷房モード」及び「暖房モード」等を有するエアコン等のように、同一の機
器であるにもかかわらず、狭義の冷凍装置及び狭義のヒートポンプの機能を兼ね備えるも
のも存在する。本明細書においては、特に断りのない限り、「冷凍装置」及び「ヒートポ
ンプ」は全て広義の意味で用いられる。
【００２１】
　本明細書において、「車載用空調機器」とは、ガソリン車、ハイブリッド自動車、電気
自動車、水素自動車などの自動車で用いられる冷凍装置の一種である。車載用空調機器と
は、蒸発器にて液体の冷媒に熱交換を行わせ、蒸発した冷媒ガスを圧縮機が吸い込み、断
熱圧縮された冷媒ガスを凝縮器で冷却して液化させ、さらに膨張弁を通過させて断熱膨張
させた後、蒸発機に再び液体の冷媒として供給する冷凍サイクルからなる冷凍装置を指す
。
【００２２】
　本明細書において、「ターボ冷凍機」とは、大型冷凍装置の一種であって、蒸発器にて
液体の冷媒に熱交換を行わせ、蒸発した冷媒ガスを遠心式圧縮機が吸い込み、断熱圧縮さ
れた冷媒ガスを凝縮器で冷却して液化させ、さらに膨張弁を通過させて断熱膨張させた後
、蒸発機に再び液体の冷媒として供給する冷凍サイクルからなる冷凍装置を指す。なお、
上記「大型冷凍機」とは、建物単位での空調を目的とした大型空調機を指す。
【００２３】
　本明細書において冷媒が「不燃」であるとは、米国ＡＮＳＩ／ＡＳＨＲＡＥ３４－２０
１３規格において冷媒許容濃度のうち最も燃えやすい組成であるＷＣＦ（Ｗｏｒｓｔ　ｃ
ａｓｅ　ｏｆ　ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　ｆｌａｍｍａｂｉｌｉｔｙ）組成が「
クラス１」と判断されることを意味する。
【００２４】
　本明細書において冷媒が「微燃性」であるとは、米国ＡＮＳＩ／ＡＳＨＲＡＥ３４－２
０１３規格においてＷＣＦ組成が「クラス２Ｌ」と判断されることを意味する。
【００２５】
　本明細書において冷媒が「弱燃性」であるとは、米国ＡＮＳＩ／ＡＳＨＲＡＥ３４－２
０１３規格においてＷＣＦ組成が「クラス２」と判断されることを意味する。
【００２６】
　本明細書において温度グライド（Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ　Ｇｌｉｄｅ）とは、冷媒シ
ステムの構成要素内における本開示の冷媒を含有する組成物の相変化過程の開始温度と終
了温度の差の絶対値と言い換えることができる。
【００２７】
　本明細書において、ＧＷＰは、ＩＰＣＣ（Ｉｎｔｅｒｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔａｌ　Ｐａ
ｎｅｌ　ｏｎ　Ｃｌｉｍａｔｅ　Ｃｈａｎｇｅ）第４次報告書の値に基づいた値を意味す
る。
【００２８】
１．冷媒
１－１　冷媒成分
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＜Ｒ７４４及び化合物Ａを含有する混合冷媒＞
　本開示の冷媒は、ＣＯ２（Ｒ７４４）を必須成分として含有し、且つ、トランス－１，
２－ジフルオロエチレン［（Ｅ）－ＨＦＯ－１１３２］、シス－１，２－ジフルオロエチ
レン［（Ｚ）－ＨＦＯ－１１３２］、フルオロエチレン（ＨＦＯ－１１４１）及び３，３
，３－トリフルオロプロピン（ＣＦ３Ｃ≡ＣＨ；ＴＦＰ）からなる群より選択される少な
くとも１種の化合物Ａを含有する、混合冷媒である。
【００２９】
　本開示の冷媒は、このような構成を有することによって、（１）ＧＷＰは、Ｒ４１０Ａ
のＧＷＰ（２０８８）よりも十分に低いこと、及び（２）Ｒ４１０Ａと同等程度のＣＯＰ
を有することＲ４１０Ａ代替冷媒に通常求められる諸特性を有する。また、本開示の冷媒
の少なくとも一部は、更に（３）Ｒ４１０Ａと同等程度の冷凍能力を有することという、
諸特性を有する。
【００３０】
　本開示の化合物Ａとは、（Ｅ）－ＨＦＯ－１１３２、（Ｚ）－ＨＦＯ－１１３２、ＨＦ
Ｏ－１１４１及びＴＦＰからなる群より選択される少なくとも１種の化合物である。
【００３１】
　上記化合物Ａを単独で使用する場合は、上記化合物Ａの中でも、Ｒ４１０Ａと同等程度
のＣＯＰ及びＲ４１０Ａと同等程度又はそれ以上の冷凍能力を有する観点から、（Ｅ）－
ＨＦＯ－１１３２、ＨＦＯ－１１４１又はＴＦＰが好ましく、（Ｅ）－ＨＦＯ－１１３２
又はＨＦＯ－１１４１がより好ましい。
【００３２】
　上記化合物Ａを２種以上組み合わせて使用する場合は、Ｒ４１０Ａと同等程度のＣＯＰ
、及びＲ４１０Ａと同等程度又はそれ以上の冷凍能力を有する観点から、（Ｅ）－ＨＦＯ
－１１３２及びＨＦＯ－１１４１からなる群より選択される少なくとも１種の化合物を使
用することが好ましい。
【００３３】
　本開示の冷媒は、該冷媒が、Ｒ７４４及び上記化合物Ａの合計量を１００質量％として
、Ｒ７４４を０．１～５０質量％含有し、上記化合物Ａを５０～９９．９質量％含有する
混合冷媒が好ましい。この場合、本開示の冷媒は、ＧＷＰが１以下であり、Ｒ４１０Ａと
同等程度のＣＯＰを有し、且つＲ４１０Ａを基準とする冷凍能力比がより優れたものとな
る。
【００３４】
　本開示の冷媒は、該冷媒が、Ｒ７４４及び上記化合物Ａの合計量を１００質量％として
、Ｒ７４４を２．５～１０質量％含有し、上記化合物Ａを９０～９７．５質量％含有する
混合冷媒がより好ましい。この場合、本開示の冷媒は、ＧＷＰが１以下であり、温度グラ
イドが１５℃以下であり、Ｒ４１０Ａと同等程度のＣＯＰを有し、且つＲ４１０Ａを基準
とする冷凍能力比がより一層優れたものとなる。
【００３５】
　本開示の冷媒は、化合物として、（Ｅ）－ＨＦＯ－１１３２、（Ｚ）－ＨＦＯ－１１３
２、ＨＦＯ－１１４１又はＴＦＰを９９．９質量％以下含有する混合冷媒であることが好
ましく、９５質量％以下含有する混合冷媒であることがより好ましい。当該化合物の含有
量がこのような範囲内にある場合、例えば、圧縮機では２００℃以上及び８ＭｐａＧ以上
の環境下（温度及び圧力が高い環境下）で局所的に起こり得る冷媒の重合反応を抑制する
ことができ、それ故冷媒を安定に保持することができる。
【００３６】
＜Ｒ７４４、化合物Ａ及び化合物Ｂを含有する混合冷媒＞
　本項目における化合物Ａとしては、＜Ｒ７４４及び化合物Ａを含有する混合冷媒＞の項
目に記載した化合物Ａを使用することができる。
【００３７】
　本開示の冷媒は、ＣＯ２（Ｒ７４４）及び上記化合物Ａに加えて、更に、テトラフルオ
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ロメタン（ＦＣ－１４）、トリフルオロメタン（ＨＦＣ－２３）、ジフルオロメタン（Ｈ
ＦＣ－３２）、ペンタフルオロエタン（ＨＦＣ－１２５）、１，１，１，２－テトラフル
オロエタン（ＨＦＣ－１３４ａ）、１，１，２，２－テトラフルオロエタン（ＨＦＣ－１
３４）、１，１－ジフルオロエタン（ＨＦＣ－１５２ａ）、１，２－ジフルオロエタン（
ＨＦＣ－１５２）、１，１，１－トリフルオロエタン（ＨＦＣ－１４３ａ）、１，１，２
－トリフルオロエタン（ＨＦＣ－１４３）、１，１，１，２，３，３，３－ヘプタフルオ
ロプロパン（ＨＦＣ－２２７ｅａ）、２，３，３，３－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ
－１２３４ｙｆ）、トランス－１，３，３，３－テトラフルオロプロペン［（Ｅ）－ＨＦ
Ｏ－１２３４ｚｅ］、１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２２５
ｙｅ）、３，３，３－トリフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２４３ｚｆ）及びジフルオロプ
ロペン（ＨＦＯ－１２５２）からなる群より選択される少なくとも１種の化合物Ｂを含有
する、混合冷媒であることが好ましい。
【００３８】
　本開示の冷媒は、このような構成を有することによって、（１）ＧＷＰが十分に小さい
こと、（２）Ｒ４１０Ａと同等のＣＯＰを有すること、及び（３）Ｒ４１０Ａと同等の冷
凍能力を有することという、Ｒ４１０Ａ代替冷媒として望ましい諸特性を有する。
【００３９】
　本開示の化合物Ｂとしては、ＦＣ－１４、ＨＦＣ－２３、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２
５、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ－１３４、ＨＦＣ－１５２ａ、ＨＦＣ－１５２、ＨＦＣ－
１４３ａ、ＨＦＣ－１４３、ＨＦＣ－２２７ｅａ、ＨＦＯ－１２３４ｙｆ、（Ｅ）－ＨＦ
Ｏ－１２３４ｚｅ、ＨＦＯ－１２２５ｙｅ、ＨＦＯ－１２４３ｚｆ又はＨＦＯ－１２５２
が挙げられる。これらの化合物Ｂは、単独で使用してもよく、また２種以上を組み合わせ
て使用してもよい。
【００４０】
　上記化合物Ｂを単独で使用する場合は、上記化合物Ｂの中でも、ＧＷＰ、ＣＯＰ及び冷
凍能力の観点から、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１３４、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ－１５２
ａ、ＨＦＣ－１５２、ＨＦＯ－１２３４ｙｆ、（Ｅ）－ＨＦＯ－１２３４ｚｅ、ＨＦＯ－
１２２５ｙｅ、ＨＦＯ－１２４３ｚｆ又はＨＦＯ－１２５２が好ましく、ＨＦＣ－３２又
は（Ｅ）－ＨＦＯ－１２３４ｚｅがより好ましく、ＨＦＣ－３２が特に好ましい。
【００４１】
　上記化合物Ｂを２種以上組み合わせて使用する場合は、燃焼性、ＧＷＰ、ＣＯＰ及び冷
凍能力の観点から、ＨＦＣ－１３４とＨＦＣ－３２との組み合わせ、ＨＦＣ－１３４ａと
ＨＦＣ－３２との組み合わせ、又はＨＦＣ－１３４とＨＦＣ－１３４ａとＨＦＣ－３２と
の組み合わせが好ましい。これらの組み合わせの中でも、ＨＦＣ－１３４ａとＨＦＣ－３
２との組み合わせがより好ましい。
【００４２】
　本開示の冷媒は、該冷媒が、Ｒ７４４、上記化合物Ａ及び上記化合物Ｂの合計量を１０
０質量％として、Ｒ７４４を０．１～１０質量％含有し、上記化合物Ｂを１０～５０質量
％含有する混合冷媒が好ましい。この場合、本開示の冷媒は、ＧＷＰが７５０以下である
こと、及びＲ４１０Ａと同等のＣＯＰを有することという性能を有し、且つＲ４１０Ａを
基準とする冷凍能力比がより優れたものとなる。
【００４３】
　本開示の冷媒は、以下の（１）～（６）のいずれかに示される混合冷媒であることが好
ましい。
（１）Ｒ７４４、上記化合物Ａ及び上記化合物Ｂの合計量を１００質量％として、Ｒ７４
４を０．１～１０質量％含有し、上記化合物Ｂとして、ＨＦＣ－１３４ａを３０～５２質
量％含有し、残部が上記化合物Ａである混合冷媒。
（２）Ｒ７４４、上記化合物Ａ及び上記化合物Ｂの合計量を１００質量％として、Ｒ７４
４を０．１～１０質量％含有し、上記化合物Ｂとして、ＨＦＣ－１３４ａを３０～５２質
量％含有し、ＨＦＣ－３２を０．１～３０質量％含有し、残部が上記化合物Ａである混合
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冷媒。
（３）Ｒ７４４、上記化合物Ａ及び上記化合物Ｂの合計量を１００質量％として、Ｒ７４
４を０．１～１０質量％含有し、上記化合物Ｂとして、ＨＦＣ－１３４を３０～５２質量
％含有し、残部が上記化合物Ａである混合冷媒。
（４）Ｒ７４４、上記化合物Ａ及び上記化合物Ｂの合計量を１００質量％として、Ｒ７４
４を０．１～１０質量％含有し、上記化合物Ｂとして、ＨＦＣ－１３４を３０～５２質量
％含有し、ＨＦＣ－３２を０．１～３０質量％含有し、残部が上記化合物Ａである混合冷
媒。
（５）Ｒ７４４、上記化合物Ａ及び上記化合物Ｂの合計量を１００質量％として、Ｒ７４
４を０．１～１０質量％含有し、上記化合物Ｂとして、ＨＦＣ－１３４ａ及びＨＦＣ－１
３４をこれらの合計量が３０～５２質量％となるように含有し、残部が上記化合物Ａであ
る混合冷媒。
（６）Ｒ７４４、上記化合物Ａ及び上記化合物Ｂの合計量を１００質量％として、Ｒ７４
４を０．１～１０質量％含有し、上記化合物Ｂとして、ＨＦＣ－１３４ａ及びＨＦＣ－１
３４をこれらの合計量が３０～５２質量％となるように含有し、ＨＦＣ－３２を０．１～
３０質量％含有し、残部が上記化合物Ａである混合冷媒である。
【００４４】
　本開示の冷媒が、上記（１）～（６）のいずれかに示される混合冷媒である場合、ＧＷ
Ｐが７５０以下であること、不燃であること、及びＲ４１０Ａと同等のＣＯＰを有するこ
とという性能を有し、且つＲ４１０Ａを基準とする冷凍能力比がより一層優れたものとな
る。
【００４５】
　本開示の冷媒は、上記の特性や効果を損なわない範囲内で、Ｒ７４４、上記化合物Ａ及
び上記化合物Ｂに加えて、更に他の追加的な冷媒を含有する混合冷媒であってもよい。こ
の場合、Ｒ７４４、上記化合物Ａ及び上記化合物Ｂの合計量が、本開示の冷媒全体に対し
て、９９．５質量％以上１００質量％未満であることが好ましく、９９．７５質量％以上
１００質量％未満であることがより好ましく、９９．９質量％％以上１００質量％未満で
あることが更に好ましい。
【００４６】
　上記追加的な冷媒としては、特に限定されず、この分野で広く使用されている公知の冷
媒の中から幅広く選択できる。上記混合冷媒は、上記追加的な冷媒を単独で含んでいても
よいし、上記追加的な冷媒を２種以上を含んでいてもよい。
【００４７】
１－２　用途
　本開示の冷媒は、冷凍装置における作動流体として好ましく使用することができる。
【００４８】
　本開示の冷媒を含有する組成物は、Ｒ４１０Ａ、Ｒ４０７Ｃ、Ｒ４０４Ａ等のＨＦＣ冷
媒、及びＲ２２等のＨＣＦＣ冷媒の代替冷媒としての使用に適している。これらの中でも
、本開示の冷媒を含有する組成物は、Ｒ４１０Ａの代替冷媒としての使用に特に適してい
る。
【００４９】
２．冷媒組成物
　本開示の冷媒組成物は、本開示の冷媒を少なくとも含み、本開示の冷媒と同じ用途のた
めに使用することができる。
【００５０】
　また、本開示の冷媒組成物は、更に少なくとも冷凍機油と混合することにより冷凍装置
用作動流体を得るために用いることができる。
【００５１】
　本開示の冷媒組成物は、本開示の冷媒に加え、更に少なくとも一種のその他の成分を含
有する。本開示の冷媒組成物は、必要に応じて、以下のその他の成分のうち少なくとも一
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種を含有していてもよい。
【００５２】
　上述の通り、本開示の冷媒組成物を、冷凍装置における作動流体として使用するに際し
ては、通常、少なくとも冷凍機油と混合して用いられる。
【００５３】
　従って、本開示の冷媒組成物は、好ましくは冷凍機油を実質的に含まない。具体的には
、本開示の冷媒組成物は、冷媒組成物全体に対する冷凍機油の含有量が好ましくは０～１
質量％であり、より好ましくは０～０．５質量％であり、更に好ましくは０～０．２５質
量％であり、特に好ましくは０～０．１質量％である。
【００５４】
２－１　水
　本開示の冷媒組成物は微量の水を含んでもよい。
【００５５】
　冷媒組成物における含水割合は、冷媒全体に対して、０～０．１質量％であることが好
ましいく、０～０．０７５質量％であることがより好ましく、０～０．０５質量％である
ことが更に好ましく、０～０．０２５質量％であることが特に好ましい。
【００５６】
　冷媒組成物が微量の水分を含むことにより、冷媒中に含まれ得る不飽和のフルオロカー
ボン系化合物の分子内二重結合が安定化され、また、不飽和のフルオロカーボン系化合物
の酸化も起こりにくくなるため、冷媒組成物の安定性が向上する。
【００５７】
２－２　トレーサー
　トレーサーは、本開示の冷媒組成物が希釈、汚染、その他何らかの変更があった場合、
その変更を追跡できるように検出可能な濃度で本開示の冷媒組成物に添加される。
【００５８】
　本開示の冷媒組成物は、上記トレーサーを一種単独で含有してもよいし、二種以上を含
有してもよい。
【００５９】
　上記トレーサーとしては、特に限定されず、一般に用いられるトレーサーの中から適宜
選択することができる。好ましくは、本開示の冷媒に不可避的に混入する不純物とはなり
得ない化合物をトレーサーとして選択する。
【００６０】
　上記トレーサーとしては、例えば、ハイドロフルオロカーボン、ハイドロクロロフルオ
ロカーボン、クロロフルオロカーボン、ハイドロクロロカーボン、フルオロカーボン、重
水素化炭化水素、重水素化ハイドロフルオロカーボン、パーフルオロカーボン、フルオロ
エーテル、臭素化化合物、ヨウ素化化合物、アルコール、アルデヒド、ケトン、亜酸化窒
素（Ｎ２Ｏ）等が挙げられる。これらの中でも、ハイドロフルオロカーボン、ハイドロク
ロロフルオロカーボン、クロロフルオロカーボン、ハイドロクロロカーボン、フルオロカ
ーボン及びフルオロエーテルが好ましい。
【００６１】
　上記トレーサーとしては、具体的には、以下の化合物（以下、トレーサー化合物とも称
する）がより好ましい。
ＨＣＣ－４０（クロロメタン、ＣＨ３Ｃｌ）
ＨＦＣ－４１（フルオロメタン、ＣＨ３Ｆ）
ＨＦＣ－１６１（フルオロエタン、ＣＨ３ＣＨ２Ｆ）
ＨＦＣ－２４５ｆａ（１，１，１，３，３－ペンタフルオロプロパン、ＣＦ３ＣＨ２ＣＨ
Ｆ２）
ＨＦＣ－２３６ｆａ（１，１，１，３，３，３－ヘキサフルオロプロパン、ＣＦ３ＣＨ２

ＣＦ３）
ＨＦＣ－２３６ｅａ（１，１，１，２，３，３－ヘキサフルオロプロパン、ＣＦ３ＣＨＦ



(10) JP 2020-59858 A 2020.4.16

10

20

30

40

50

ＣＨＦ２）
ＨＣＦＣ－２２（クロロジフルオロメタン、ＣＨＣｌＦ２）
ＨＣＦＣ－３１（クロロフルオロメタン、ＣＨ２ＣｌＦ）
ＣＦＣ－１１１３（クロロトリフルオロエチレン、ＣＦ２＝ＣＣｌＦ）
ＨＦＥ－１２５（トリフルオロメチル－ジフルオロメチルエーテル、ＣＦ３ＯＣＨＦ２）
ＨＦＥ－１３４ａ（トリフルオロメチル－フルオロメチルエーテル、ＣＦ３ＯＣＨ２Ｆ）
ＨＦＥ－１４３ａ（トリフルオロメチル－メチルエーテル、ＣＦ３ＯＣＨ３）
ＨＦＥ－２２７ｅａ（トリフルオロメチル－テトラフルオロエチルエーテル、ＣＦ３ＯＣ
ＨＦＣＦ３）
ＨＦＥ－２３６ｆａ（トリフルオロメチル－トリフルオロエチルエーテル、ＣＦ３ＯＣＨ
２ＣＦ３）
【００６２】
　上記トレーサー化合物は、１０重量百万分率（ｐｐｍ）～１０００ｐｐｍの合計濃度で
冷媒組成物中に存在し得る。トレーサー化合物は３０ｐｐｍ～５００ｐｐｍの合計濃度で
冷媒組成物中に存在することが好ましく、５０ｐｐｍ～３００ｐｐｍの合計濃度で冷媒組
成物中に存在することがより好ましく、７５ｐｐｍ～２５０ｐｐｍの合計濃度で冷媒組成
物中に存在することが更に好ましく、１００ｐｐｍ～２００ｐｐｍの合計濃度で冷媒組成
物中に存在することが特に好ましい。
【００６３】
２－３　紫外線蛍光染料
　本開示の冷媒組成物は、紫外線蛍光染料を一種単独で含有してもよいし、二種以上を含
有してもよい。
【００６４】
　上記紫外線蛍光染料としては、特に限定されず、一般に用いられる紫外線蛍光染料の中
から適宜選択することができる。
【００６５】
　上記紫外線蛍光染料としては、例えば、ナフタルイミド、クマリン、アントラセン、フ
ェナントレン、キサンテン、チオキサンテン、ナフトキサンテン及びフルオレセイン、並
びにこれらの誘導体が挙げられる。これらの中でも、ナフタルイミド及びクマリンが好ま
しい。
【００６６】
２－４　安定剤
　本開示の冷媒組成物は、安定剤を一種単独で含有してもよいし、二種以上を含有しても
よい。
【００６７】
　上記安定剤としては、特に限定されず、一般に用いられる安定剤の中から適宜選択する
ことができる。
【００６８】
　上記安定剤としては、例えば、ニトロ化合物、エーテル類、アミン類等が挙げられる。
【００６９】
　ニトロ化合物としては、例えば、ニトロメタン、ニトロエタン等の脂肪族ニトロ化合物
、及びニトロベンゼン、ニトロスチレン等の芳香族ニトロ化合物等が挙げられる。
【００７０】
　エーテル類としては、例えば、１，４－ジオキサン等が挙げられる。
【００７１】
　アミン類としては、例えば、２，２，３，３，３－ペンタフルオロプロピルアミン、ジ
フェニルアミン等が挙げられる。
【００７２】
　上記安定剤としては、上記ニトロ化合物、エーテル類及びアミン類以外にも、ブチルヒ
ドロキシキシレン、ベンゾトリアゾール等が挙げられる。
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【００７３】
　上記安定剤の含有割合は、特に限定されず、冷媒全体に対して、通常、０．０１～５質
量％であり、０．０５～３質量％が好ましく、０．１～２質量％がより好ましく、０．２
５～１．５質量％が更に好ましく、０．５～１質量％が特に好ましい。
【００７４】
　なお、本開示の冷媒組成物の安定性の評価方法は、特に限定されず、一般的に用いられ
る手法で評価することができる。そのような手法の一例として、ＡＳＨＲＡＥ標準９７－
２００７にしたがって遊離フッ素イオンの量を指標として評価する方法等が挙げられる。
その他にも、全酸価（ｔｏｔａｌ　ａｃｉｄ　ｎｕｍｂｅｒ）を指標として評価する方法
等も挙げられる。この方法は、例えば、ＡＳＴＭ　Ｄ　９７４－０６にしたがって行うこ
とができる。
【００７５】
２－５　重合禁止剤
　本開示の冷媒組成物は、重合禁止剤を一種単独で含有してもよいし、二種以上を含有し
てもよい。
【００７６】
　上記重合禁止剤としては、特に限定されず、一般に用いられる重合禁止剤の中から適宜
選択することができる。
【００７７】
　上記重合禁止剤としては、例えば、４－メトキシ－１－ナフトール、ヒドロキノン、ヒ
ドロキノンメチルエーテル、ジメチル－ｔ－ブチルフェノール、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチル－ｐ－クレゾール、ベンゾトリアゾール等が挙げられる。
【００７８】
　上記重合禁止剤の含有割合は、特に限定されず、冷媒全体に対して、通常、０．０１～
５質量％であり、０．０５～３質量％が好ましく、０．１～２質量％がより好ましく、０
．２５～１．５質量％が更に好ましく、０．５～１質量％が特に好ましい。
【００７９】
３．冷凍機油含有作動流体
　本開示の冷凍機油含有作動流体は、本開示の冷媒又は冷媒組成物と、冷凍機油とを少な
くとも含み、冷凍装置における作動流体として用いられる。具体的には、本開示の冷凍機
油含有作動流体は、冷凍装置の圧縮機において使用される冷凍機油と、冷媒又は冷媒組成
物とが互いに混じり合うことにより得られる。
【００８０】
　上記冷凍機油の含有割合は、特に限定されず、冷凍機油含有作動流体全体に対して、通
常、１０～５０質量％であり、１２．５～４５質量％が好ましく、１５～４０質量％がよ
り好ましく、１７．５～３５質量％が更に好ましく、２０～３０質量％が特に好ましい。
【００８１】
３－１　冷凍機油
　本開示の組成物は、冷凍機油を一種単独で含有してもよいし、二種以上を含有してもよ
い。
【００８２】
　上記冷凍機油としては、特に限定されず、一般に用いられる冷凍機油の中から適宜選択
することができる。その際には、必要に応じて、本開示の冷媒の混合物（本開示の混合冷
媒）との相溶性（ｍｉｓｃｉｂｉｌｉｔｙ）及び本開示の混合冷媒の安定性等を向上する
作用等の点でより優れている冷凍機油を適宜選択することができる。
【００８３】
　上記冷凍機油の基油としては、例えば、ポリアルキレングリコール（ＰＡＧ）、ポリオ
ールエステル（ＰＯＥ）及びポリビニルエーテル（ＰＶＥ）からなる群より選択される少
なくとも一種が好ましい。
【００８４】
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　上記冷凍機油は、上記基油に加えて、更に添加剤を含んでいてもよい。
【００８５】
　上記添加剤は、酸化防止剤、極圧剤、酸捕捉剤、酸素捕捉剤、銅不活性化剤、防錆剤、
油性剤及び消泡剤からなる群より選択される少なくとも一種であってもよい。
【００８６】
　上記冷凍機油としては、潤滑の点から、４０℃における動粘度が５～４００ｃＳｔであ
るものが好ましい。
【００８７】
　本開示の冷凍機油含有作動流体は、必要に応じて、更に少なくとも一種の添加剤を含ん
でもよい。添加剤としては、例えば、以下の相溶化剤等が挙げられる。
【００８８】
３－２　相溶化剤
　本開示の冷凍機油含有作動流体は、相溶化剤を一種単独で含有してもよいし、二種以上
を含有してもよい。
【００８９】
　上記相溶化剤としては、特に限定されず、一般に用いられる相溶化剤の中から適宜選択
することができる。
【００９０】
　上記相溶化剤としては、例えば、ポリオキシアルキレングリコールエーテル、アミド、
ニトリル、ケトン、クロロカーボン、エステル、ラクトン、アリールエーテル、フルオロ
エーテル、１，１，１－トリフルオロアルカン等が挙げられる。これらの中でも、ポリオ
キシアルキレングリコールエーテルが好ましい。
【００９１】
４．冷凍装置の運転方法
　本開示の冷凍装置の運転方法は、本開示の冷媒を用いて冷凍装置を運転する方法である
。
【００９２】
　具体的には、本開示の冷凍装置の運転方法は、本開示の冷媒を含む組成物を作動流体と
して冷凍装置において循環させる工程を含む。
【００９３】
　上記冷凍装置としては、例えば、空調機器、冷蔵庫、冷凍庫、冷水機、製氷機、冷蔵シ
ョーケース、冷凍ショーケース、冷凍冷蔵ユニット、冷凍冷蔵倉庫用冷凍機、車載用空調
機器、ターボ冷凍機及びスクリュー冷凍機からなる群より選択される少なくとも１種が挙
げられる。
【００９４】
５．熱移動媒体及びそれを用いた熱サイクルシステム
　本開示の熱移動媒体は、本開示の冷媒を含む組成物を含有する。
【００９５】
　本開示の熱移動媒体は、各種の熱サイクルシステムに好適に使用することができる。熱
サイクルシステムは、本開示の熱移動媒体を備えることで、冷却能力の高い熱サイクルシ
ステムとなり得る。
【００９６】
　また、本開示の冷媒は、ＧＷＰが十分に小さいため、既存の冷媒を使用した場合に比べ
て、本開示の熱移動媒体を備えることで、高い安全性を熱サイクルシステムに付与するこ
とができる。
【００９７】
　しかも、本開示の熱移動媒体は、温度クライドも低いので、安定性の高い熱サイクルシ
ステムを提供することができる。
【００９８】
　熱サイクルシステムの種類は特に限定されない。熱サイクルシステムの例としては、ル
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ームエアコン、店舗用パッケージエアコン、ビル用パッケージエアコン、設備用パッケー
ジエアコン、一以上の室内機及び室外機を冷媒配管で接続したセパレート型エアコン、ウ
インドウ型エアコン、ポータブル型エアコン、ダクトで冷温風を搬送するルーフトップ型
又はセントラル型エアコン、ガスエンジンヒートポンプ、列車用空調装置、自動車用空調
装置、内蔵型ショーケース、別置型ショーケース、業務用冷凍冷蔵庫、製氷機、一体型冷
凍装置、自動販売機、カーエアコン、海上輸送等のコンテナ又は冷蔵庫を冷却するための
冷凍装置、車載用空調機器、ターボ冷凍機、もしくは、暖房サイクル専用機を挙げること
ができる。当該暖房サイクル専用機とは、例えば、給湯装置、床暖房装置、融雪装置等が
挙げられる。
【００９９】
　上記例示列挙した熱サイクルシステムは、本開示の熱移動媒体を備える限り、その他の
構成については、特に限定されず、例えば、公知の熱サイクルシステムと同様の構成とす
ることができる。
【実施例】
【０１００】
　以下に、実施例を挙げて更に詳細に説明する。ただし、本開示は、これらの実施例に限
定されるものではない。
【０１０１】
実施例１～１８及び比較例１～３
　各実施例及び比較例で調製した混合冷媒のＧＷＰ、並びに、Ｒ４１０Ａ（Ｒ３２＝５０
％／Ｒ１２５＝５０％）のＧＷＰは、ＩＰＣＣ（ＩｎｔｅｒｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔａｌＰ
ａｎｅｌｏｎＣｌｉｍａｔｅＣｈａｎｇｅ）第４次報告書の値に基づき評価した。
【０１０２】
　また、各実施例及び比較例で調製した混合冷媒のＣＯＰ及び冷凍能力、並びに、Ｒ４１
０ＡのＣＯＰ及び冷凍能力は、ＮａｔｉｏｎａｌＩｎｓｔｉｔｕｔｅｏｆＳｃｉｅｎｃｅ
ａｎｄＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙ（ＮＩＳＴ）、ＲｅｆｅｒｅｎｃｅＦｌｕｉｄＴｈｅｒｍｏ
ｄｙｎａｍｉｃａｎｄＴｒａｎｓｐｏｒｔＰｒｏｐｅｒｔｉｅｓＤａｔａｂａｓｅ（Ｒｅ
ｆｐｒｏｐ９．０）を使用し、下記条件で混合冷媒の冷凍サイクル理論計算を実施するこ
とにより求めた。
蒸発温度　　　４５℃
凝縮温度　　　　５℃
過熱温度　　　　５Ｋ
過冷却温度　　　５Ｋ
圧縮機効率　　７０％
【０１０３】
　また、これらの結果をもとに算出したＧＷＰ、ＣＯＰ及び冷凍能力を表１～６に示す。
なお、ＣＯＰ比及び冷凍能力比については、Ｒ４１０Ａに対する割合（％）を示す。
【０１０４】
　成績係数（ＣＯＰ）は、次式により求めた。
ＣＯＰ＝（冷凍能力又は暖房能力）／消費電力量
【０１０５】
　混合冷媒の燃焼性は混合冷媒の混合組成をＷＣＦ濃度とし、ＡＮＳＩ／ＡＳＨＲＡＥ３
４－２０１３規格に従い燃焼速度を測定した。燃焼速度が１０ｃｍ／ｓ以下となるものは
「クラス２Ｌ（微燃性）」であるとした。
【０１０６】
　燃焼速度試験は以下の通り行った。まず、使用した混合冷媒は９９．５％又はそれ以上
の純度とし、真空ゲージ上に空気の痕跡が見られなくなるまで凍結、ポンピング及び解凍
のサイクルを繰り返すことにより脱気した。閉鎖法により燃焼速度を測定した。初期温度
は周囲温度とした。点火は、試料セルの中心で電極間に電気的スパークを生じさせること
により行った。放電の持続時間は１．０～９．９ｍｓとし、点火エネルギーは典型的には
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約０．１～１．０Ｊであった。シュリーレン写真を使って炎の広がりを視覚化した。光を
通す２つのアクリル窓を備えた円筒形容器（内径：１５５ｍｍ、長さ：１９８ｍｍ）を試
料セルとして用い、光源としてはキセノンランプを用いた。炎のシュリーレン画像を高速
デジタルビデオカメラで６００ｆｐｓのフレーミング速度で記録し、ＰＣに保存した。
【０１０７】
　混合冷媒の燃焼範囲は、ＡＳＴＭ　Ｅ６８１－０９に基づく測定装置を用いて測定を実
施した（図１を参照）。
【０１０８】
　具体的には、燃焼の状態が目視および録画撮影できるように内容積１２リットルの球形
ガラスフラスコを使用し、ガラスフラスコは燃焼により過大な圧力が発生した際には上部
のふたからガスが開放されるようにした。着火方法は底部から１／３の高さに保持された
電極からの放電により発生させた。試験条件は以下の通りである。
【０１０９】
＜試験条件＞
試験容器：２８０ｍｍφ球形（内容積：１２リットル）
試験温度：６０℃±３℃
圧力：１０１．３ｋＰａ±０．７ｋＰａ
水分：乾燥空気１ｇにつき０．００８８ｇ±０．０００５ｇ
冷媒組成物／空気混合比：１ｖｏｌ．％刻み±０．２ｖｏｌ．％
冷媒組成物混合：±０．１　重量％
点火方法：交流放電、電圧１５ｋＶ、電流３０ｍＡ、ネオン変圧器
電極間隔：６．４ｍｍ（１／４ｉｎｃｈ）
スパーク：０．４秒±０．０５秒
判定基準：
・着火点を中心に９０度より大きく火炎が広がった場合＝火炎伝播あり（可燃）
・着火点を中心に９０度以下の火炎の広がりだった場合＝火炎伝播なし（不燃）
【０１１０】
【表１】

【０１１１】
【表２】
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【表３】

【０１１３】
【表４】

【０１１４】
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【表５】

【０１１５】
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【表６】

【符号の説明】
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【０１１６】
1：Ignition source
2：Sample inlet
3：Springs
4：12-liter glass flask
5：Electrodes
6：Stirrer
7：Insulated chamber

【図１】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年2月6日(2020.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒を含有する組成物であって、
　前記冷媒が、ＣＯ２（Ｒ７４４）、化合物Ａ及び化合物Ｂを含有し、
　前記化合物Ａが、トランス－１，２－ジフルオロエチレン［（Ｅ）－ＨＦＯ－１１３２
］、シス－１，２－ジフルオロエチレン［（Ｚ）－ＨＦＯ－１１３２］、フルオロエチレ
ン（ＨＦＯ－１１４１）及び３，３，３－トリフルオロプロピン（ＴＦＰ）からなる群よ
り選択される少なくとも１種であり、
　前記化合物Ｂが、テトラフルオロメタン（ＦＣ－１４）、トリフルオロメタン（ＨＦＣ
－２３）、ジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、ペンタフルオロエタン（ＨＦＣ－１２５
）、１，１，２，２－テトラフルオロエタン（ＨＦＣ－１３４）、１，１－ジフルオロエ
タン（ＨＦＣ－１５２ａ）、１，２－ジフルオロエタン（ＨＦＣ－１５２）、１，１，１
－トリフルオロエタン（ＨＦＣ－１４３ａ）、１，１，２－トリフルオロエタン（ＨＦＣ
－１４３）、１，１，１，２，３，３，３－ヘプタフルオロプロパン（ＨＦＣ－２２７ｅ
ａ）、２，３，３，３－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ）、トランス－
１，３，３，３－テトラフルオロプロペン［（Ｅ）－ＨＦＯ－１２３４ｚｅ］、１，２，
３，３，３－ペンタフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２２５ｙｅ）、３，３，３－トリフル
オロプロペン（ＨＦＯ－１２４３ｚｆ）及びジフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２５２）か
らなる群より選択される少なくとも１種である、組成物。
【請求項２】
　Ｒ４１０Ａの代替冷媒として用いられる、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　更に、冷凍機油を含有し、冷凍装置用作動流体として用いられる、請求項１又は２に記
載の組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物を作動流体として含む、冷凍装置。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物を含む、熱移動媒体。
【請求項６】
　請求項５に記載の熱移動媒体を用いた熱サイクルシステム。
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